
 

 

 
 

 

 
被
爆
80
年
、
決
意
新
た
に 

平
和
大
行
進 

吹
田
集
会 

２
０
２
５
年
7
月
6
日
、
メ

イ
シ
ア
タ
ー
前
の
い
ず
み
の
園
公

園
に
於
い
て
日
本
原
水
爆
禁
止
国

民
平
和
大
行
進
の
吹
田
集
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
猛
暑
の
中
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
多
く
の
市
民
や
関

係
者
が
参
加
し
、
核
兵
器
廃
絶
と

恒
久
平
和
へ
の
強
い
願
い
を
共
有

し
ま
し
た
。
集
会
の
冒
頭
で
は
、

大
阪
の
現
地
実
行
委
員
長
で
あ
る

橋
口
氏
よ
り
、
酷
暑
の
中
を
歩
き

抜
い
た
参
加
者
へ
の
感
謝
と
、
吹

田
市
に
入
っ
て
か
ら
の
沿
道
の
温

か
い
歓
迎
に
対
す
る
喜
び
が
語
ら

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
翌
7
月
7

日
の
朝
日
新
聞
に
日
本
被
団
連
の

意
見
広
告
と
し
て
田
中
熙
巳
氏
と
サ
ー
ロ
ー
節
子
氏
の
核
兵
器
禁
止

条
約
へ
の
思
い
が
掲
載
さ
れ
る
の
で
ぜ
ひ
読
ん
で
ほ
し
い
と
訴
え
ま

し
た
。 

続
い
て
吹
田
市
原
爆
被
害
者
の
会
・
吹
閃
会
の
大
野
会
長
か
ら
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
が
代
読
さ
れ
ま
し
た
。
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
は
、
ロ
シ
ア
に

よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
や
中
東
で
の
紛
争
に
触
れ
、
核
兵
器
使
用
の

危
険
性
が
高
ま
っ
て
い
る
現
状
を
指
摘
。
唯
一
の
被
爆
国
で
あ
る
日

本
が
核
兵
器
禁
止
条
約
に
参
加
し
、
核
軍
縮
・
廃
絶
へ
の
取
り
組
み

を
率
先
し
て
進
め
る
べ
き
で
あ
る
と
訴
え
ら
れ
ま
し
た
。
昨
年
10

月
に
日
本
被
団
協
が
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
を
受
賞
し
た
こ
と
は
、
草
の

根
運
動
が
世
界
に
広
が
る
成
果
で
あ
る
と
強
調
さ
れ
ま
し
た
。
さ
ら

に
吹
田
市
市
長
の
後
藤
圭
二
氏
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
市
民
部
の
大

山
部
長
に
よ
り
代
読
さ
れ
、
核
兵
器
の
な
い
世
界
の
実
現
に
向
け
た

活
動
へ
の
敬
意
が
表
さ
れ
ま
し
た
。
吹
田
市
が
非
核
平
和
都
市
宣
言

の
も
と
、
平
和
記
念
資
料
館
の
運
営
や
市
民
平
和
の
集
い
の
開
催
を

通
じ
て
平
和
の
尊
さ
を
伝
え
て
い
る
こ
と
が
紹
介
さ
れ
、
本
年
の
平

和
大
行
進
が
世
界
平
和
へ
の
着
実
な
一
歩
と
な
る
こ
と
へ
の
期
待
が

述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
吹
田
市
議
会
の
矢
野
伸
一
郎
議
長
か
ら
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
で
は
、
核
兵
器
の
な
い
平
和
な
世
界
の
実
現
は
世
界
中
の

人
々
の
願
い
で
あ
り
、
平
和
へ
の
願
い
が
世
界
に
広
が
り
恒
久
平
和

が
実
現
す
る
こ
と
を
願
う
旨
が
伝
え
ら
れ
ま
し
た
。 

最
後
に
吹
田
労
連
の
明
石
議
長
が
現
地
実
行
委
員
会
を
代
表
し
て

挨
拶
に
立
ち
ま
し
た
。
明
石
議
長
は
２
０
２
５
年
が
被
爆
80
年
で

あ
る
こ
と
、
核
兵
器
禁
止
条
約
が
発
効
か
ら
4
年
、
採
択
か
ら
8

年
が
経
過
し
た
こ
と
を
確
認
し
、
核
兵
器
禁
止
条
約
の
締
約
国
会
議

が
開
催
さ
れ
、
参
加
国
が
増
え
続
け
て
い
る
現
状
を
報
告
し
ま
し
た
。

日
本
政
府
が
核
の
傘
を
理
由
に
条
約
へ
の
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
参
加
を
拒

否
し
、
軍
事
費
を
増
額
し
て
い
る
現
状
を
批
判
し
、
核
抑
止
力
論
の

危
険
性
を
指
摘
し
ま
し
た
。
そ
し
て
日
本
政
府
に
禁
止
条
約
へ
の
署

名
・
批
准
を
求
め
、
平
和
行
進
を
通
じ
て
市
民
と
自
治
体
の
協
力
を

広
げ
、
核
兵
器
の
な
い
平
和
な
世
界
の
実
現
に
向
け
て
粘
り
強
く
運

動
を
続
け
る
こ
と
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。 

行
進
の
継
続
と
8
月
の
広
島
へ
の
到
着
を
願
い
閉
会
し
ま
し
た
。 

不
当
な
調
査
に
は
毅
然
と
対
応
を 

大
商
連
の
報
告
で
は
、
今
年
1
月
以
降
の
税
務
調
査
は
、
大
阪

全
体
で
個
人
8
件
、
法
人
7
件
（
6
月
12
日
時
点
）
と
昨
年
並

み
で
す
が
、
7
月
以
降
の
増
加
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。
特
に
事
前
通

知
な
し
の
訪
問
や
強
引
な
資
料
持
ち
帰
り
、
立
ち
会
い
拒
否
な
ど
、

税
務
署
員
の
不
適
切
な
対
応
が
目
立
っ
て
い
ま
す
。
突
然
の
署
員
の

来
訪
に
は
応
じ
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
業
務
中
で
あ
れ
ば
毅
然
と

急
に
は
対
応
で
き
な
い
こ
と
、
予
定
を
調
整
し
て
調
査
に
対
応
す
る

と
は
っ
き
り
伝
え
て
く
だ
さ
い
。
調
査
の
連
絡
を
受
け
た
際
に
は
民

商
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

収
受
印
ト
ラ
ブ
ル 

国
税
庁
に
よ
る
確
定
申
告
書
控
え
へ
の
収
受
印
廃
止
が
、
各
地
で

混
乱
を
招
い
て
い
ま
す
。
大
商
連
の
報
告
で
は
税
務
署
か
ら
「
申
告

書
の
提
出
が
確
認
で
き
な
い
」
と
言
わ
れ
た
り
、
融
資
や
許
認
可
申

請
の
際
に
納
税
証
明
書
を
求
め
ら
れ
た
り
す
る
事
例
が
起
き
て
い
ま

す
。
交
通
事
故
に
遭
っ
た
方
が
保
険
会
社
に
申
告
の
「
受
付
番
号
」

を
求
め
ら
れ
、
最
終
的
に
個
人
情
報
開
示
請
求
に
よ
り
収
受
印
の
あ

る
申
告
書
の
コ
ピ
ー
で
証
明
し
た
ケ
ー
ス
や
、
金
融
機
関
で
事
業
資

金
調
達
時
に
収
受
印
の
な
い
申
告
書
で
は
確
認
で
き
な
い
と
し
て
納

税
証
明
書
を
取
得
し
た
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。 

 

お
詫
び 

先
週
号
の
い
ん
ふ
ぉ
め
ー
し
ょ
ん
に
お
い
て
民
商
総
会
に
ご
参
加

い
た
だ
い
た
「
吹
田
市
議
会
議
員 

玉
井 

み
き
子 

様
」
の
表
記
が

誤
っ
て
お
り
ま
し
た
。
お
詫
び
申
し
上
げ
て
訂
正
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。 

 

伝
言
板 

収
支
内
訳
書
提
出
依
頼
返
還
行
動 

7
月
24
日
（
木
）
19
時
00
分 

吹
田
民
商
1
階
ホ
ー
ル 

7
月
25
日
（
金
）
14
時
00
分 

勤
労
者
会
館 

大
阪
国
税
局
よ
り
届
い
た
提
出
依
頼
の
文
書
を
返
還
し
ま
す
。 

 

参
議
院
選
挙
期
日
前
投
票 

7
月
20
日
（
日
）
投
開
票
で
参
議
院
選
挙
が
行
わ
れ
ま
す
。
予
定

が
あ
る
方
は
早
め
の
期
日
前
投
票
で
大
切
な
一
票
を
。 

⚫
 

吹
田
市
役
所
正
面
玄
関
ロ
ビ
ー 

泉
町
1
丁
目
3
番
40
号 

7
月
4
日
～
19
日 

8
時
30
分
～
20
時 

⚫
 

千
里
市
民
セ
ン
タ
ー
大
ホ
ー
ル
（
津
雲
台
1

丁
目
2

番
1

号
） 

7
月
4
日
～
19
日 

8
時
30
分
～
20
時 

⚫
 

ら
ら
ぽ
ー
と
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
Ｃ
Ｉ
Ｔ
Ｙ
3
階
（
千
里
万
博
公
園
2
番
1
号
） 

7
月
17
日
～
19
日 

10
時
～
20
時 

 


